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は、内菌性の血管新生阻害因子として知られている。 以上の結果から、 TGマウスは授乳により j奇産期心筋
症を呈し、その発症にCTGFとTSP-lを介した産後の心臓における血管新生の醸害が関与している可能性が
明らかにされた。
審査の結果の要旨
現在の臨床における周産期心筋症の治療は、授字しを止めた上での薬物療法が主流であるが、治療効果が授
乳の中止によるものか、薬剤の効果であるのが医別できていなし、本研究では複数の遺伝子改変マウスを用
い、妊娠高血圧の既往をもっ場合や、心臓において APJシグナルが活性化している場合について検討し、 1受
乳"が局産期心筋症を引き起こす要因であるという新たな知見を見出した。また、 APJによる潟産販心筋症
の発症に、 TGFsシグナルが関与する可能性を明らかにした。 TGFsシグナルと周産期心筋症との関連はこ
れまで報告がなく、周産期心筋症の新たな治療・創薬のターゲットとなる可能性を秘めており、今後の研究
のさらなる発展が期待される。
平成25年1月2日、学位論文審査委員会において、審査員全員の出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(生物工学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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